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はじめに 

Plustek ｽｷｬﾅをお買い上げいただきありがとうございます。弊社製品が日々の電子ｲﾒｰｼﾞ、

ﾃｷｽﾄ入力作業にお役にたてることを切望しております。 

製品は万全の検査を行ってから出荷されておりますが、以下の方法でﾕｰｻﾞｰ登録をしてい

ただくようお願いしております。 

 

１） Plustek のｳｪﾌﾞｻｲﾄ上にて登録 

２） 登録ｶｰﾄﾞを印刷、記入のうえ Plustek のｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰまたは販売店へﾌｧｯｸｽ 

３） 郵送用登録ｶｰﾄﾞを印刷、記入のうえ販売店へ郵送 

 

本書の最終ﾍﾟｰｼﾞに Plustek の連絡先ﾘｽﾄが記載されています。ご登録いただいた

お客様はｶｽﾀﾏｰｻﾎﾟｰﾄ、新製品情報、ｿﾌﾄｳｴｱのｱｯﾌﾟｸﾞﾚｰﾄﾞを受けることができま

す。 

本書の使い方 
本書ではｽｷｬﾅの設置及び取扱い方法を説明しております。ご使用になる方が Microsoft 
Windows の操作に慣れていることを前提に本書は書かれています。必要に応じて

Microsoft Windows のﾏﾆｭｱﾙを参照してください。 

 

はじめにの項では梱包箱の内容説明、ｽｷｬﾅを使用する際に必要なｺﾝﾋﾟｭｰﾀのｼｽﾃﾑ構成

等が書かれています。設置前には全ての部品が揃っているか必ず確認してください。欠品

または損傷があった場合には速やかにお買い求めになった販売店にお問い合わせくださ

い。 

 

第一章ではｽｷｬﾅのｿﾌﾄｳｴｱのｲﾝｽﾄｰﾙ方法、ｽｷｬﾅとｺﾝﾋﾟｭｰﾀの接続を説明しております。

ｽｷｬﾅは USB を介してｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続されます。USB をｻﾎﾟｰﾄしていないｺﾝﾋﾟｭｰﾀを使用す

る場合には USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｶｰﾄﾞをお買い求めになり USB 機能を追加してください。ﾏｻﾞｰ

ﾎﾞｰﾄﾞが USB 機能を持っている場合には USB ｺﾈｸﾀｰを購入、取付けを行ってください。本

書はお使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀが USB を使えることを前提に書かれています。 

 

第二章では使用方法、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ、清掃の仕方について説明しております。 

Appendix A はご購入いただいたｽｷｬﾅの仕様が記載されています。 

Appendix B は製品保証並びに FCC に関する記述が記載されています。 
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本書の表示 
 
Bold （太字） — 重要事項 

[XXX] — ｺﾏﾝﾄﾞまたはｺﾝﾋﾟｭｰﾀｽｸﾘｰﾝの内容 

ｱｲｺﾝについて 
本書では下記のｱｲｺﾝを使って特別な注意を払う必要がある点を示しています。 
 

 
危険 Danger: 負傷、事故を避けるために必ず本書に記載されてい

る手順に従ってください。 
Danger 

 

Caution 

警告 Caution: 本書の指示に従わない操作を行うとﾃﾞｰﾀの紛失、

機器を損傷することがあります。 

 

Attention 

注意 Pay Special Attention: 間違いを起こさないための注意事項

です。 

必要ｼｽﾃﾑ構成 1 
y Windows/Intel 互換のﾊﾟｿｺﾝ 

y Pentium Ⅲ 以上の CPU 

y CD-ROM ﾄﾞﾗｲﾌﾞ 

y 512 MB RAM 

y 500MB 以上の空き容量があるﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸﾄﾞﾗｲﾌﾞ 

y USB ﾎﾟｰﾄ 

y Microsoft Windows 2000 Professional / XP / Vista / 7 Compatible 

注: Windows NT 4.0 は Universal Serial Bus (USB) 接続をｻﾎﾟｰﾄしていません。 

y 16 ﾋﾞｯﾄ以上のｶﾗｰをｻﾎﾟｰﾄしているﾋﾞﾃﾞｵｶｰﾄﾞ 

 2



 

 

梱包箱の内容 1 

 
1. 組織スライドスキャナー 

2. ｷｬﾘﾝｸﾞﾊﾞｯｸﾞ   

3. 組織スライドホルダー 

4. USB ｹｰﾌﾞﾙ 

5. 電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ 

6. クイックガイド 

7. 設定/ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ CD-ROM  

8. LaserSoft SilverFast CD-ROM 

製品情報 
下記の情報を記録して保管してください。販売店、ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰに問い合わせをする時に必

要となります。 

ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ： ������������ 
(ｽｷｬﾅの裏側に記載されています。) 

購入日：  �� - �� - ���� 
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第１章 ｽｷｬﾅの設置 

ｽｷｬﾅを設置する前に全ての構成品が揃っているか梱包箱の内容物の項にあるﾘｽﾄに従っ

て確認してください。 

ｿﾌﾄｳｴｱをｲﾝｽﾄｰﾙするにあたっての要件 
ｽｷｬﾅにはｲﾒｰｼﾞ編集ｿﾌﾄｳｴｱ(Presto! ImageFolio)、 ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄｿﾌﾄｳｴｱ (Presto! 
Page Manager)、ｽｷｬﾅﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ、QuickScan Setting 及び LaserSoft SilverFast ｿﾌﾄｳｴｱ

が付属されています。これらのｿﾌﾄｳｴｱをｲﾝｽﾄｰﾙするにはﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸに約 160MB の空き

領域が必要です。ｽﾑｰｽﾞに設置、画像の読取、保存するために最低２６０MB のﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ

の空き領域を確保することを推奨しています。 

 

USB ｽｷｬﾅは Microsoft Windows 2000 Professional、XP、Vista または 7 のｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ

ｼｽﾃﾑ上でのみ動作します。 

ﾊｰﾄﾞｳｴｱの要件  
ｽｷｬﾅは Hot Plug & Play をｻﾎﾟｰﾄしている Universal Serial Bus （USB）を介してｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

と接続されます。お使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀの USB が使用可能かどうか PC の裏側にある USB ｼﾞ

ｬｯｸを確認してください。USB ﾎﾟｰﾄが既にﾓﾆﾀｰやｷｰﾎﾞｰﾄﾞ等の他の機器のために使われて

いることがあります。USB ﾎﾟｰﾄについてはお使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀのﾏﾆｭｱﾙを参照してください。 
通常ｺﾝﾋﾟｭｰﾀには下図のように USB ｼﾞｬｯｸが付いています。 

 

USB Connector(s) 

お使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀに USB ﾎﾟｰﾄがない場合には USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｶｰﾄﾞを購入して USB 機能

を追加する必要があります。 
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ｽｷｬﾅの設置と設定 
ｽｷｬﾅを設置するにあったては以下の手順に従ってください。 

SStteepp  11..ｽｽｷｷｬｬﾅﾅををｺｺﾝﾝﾋﾋﾟ゚ｭｭｰーﾀﾀ  にに接接続続すするる  

 

1. 電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰをｽｷｬﾅの電源投入口につなぎます。 

2. 電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰの他方を AC 電源につなぎます。 

3. 同梱の USB ｹｰﾌﾞﾙの正方形の端をｽｷｬﾅの背面の USB ﾎﾟｰﾄに接続します。 

4. 同梱の USB ｹｰﾌﾞﾙの長方形の端をｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続します。 

注： 他の USB 機器がｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続されている場合には、空いている USB ﾎﾟｰﾄに

ｽｷｬﾅを接続してください。 

5. ｽｷｬﾅを USB ﾊﾌﾞ 5 に接続する場合には、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀを USB ﾊﾌﾞとｺﾝﾋﾟｭｰﾀを接続されて

いることを確認してからｽｷｬﾅを USB ﾊﾌﾞに接続してください。 

注： お使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀに USB ﾎﾟｰﾄがない場合には USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｶｰﾄﾞを購入して

USB 機能を追加する必要があります。 

SStteepp  22..  ｿｿﾌﾌﾄﾄｳｳｴｴｱｱののｲｲﾝﾝｽｽﾄﾄｰーﾙﾙ  
1. お使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀの USB ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄが正しく動作していれば、ｽｷｬﾅは自動的に検出さ

れ「新しいﾊｰﾄﾞｳｴｱの追加ｳｲｻﾞｰﾄﾞ」または「新しいﾊｰﾄﾞｳｴｱの検出ｳｲｻﾞｰﾄﾞ」が起動し

ます。 

注：お使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀが OFF の時にｽｷｬﾅ接続されると、「新しいﾊｰﾄﾞｳｴｱの追加ｳｲ

ｻﾞｰﾄﾞ」はｺﾝﾋﾟｭｰﾀが起動した後に表示されます。 
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2. Windows 2000 をご使用の場合 

 
a. 「新しいﾊｰﾄﾞｳｴｱが追加されました。」が表示された時には「次へ」をｸﾘｯｸしてくだ

さい。 

b. 「正しいﾄﾞﾗｲﾊﾞｰを探す。（推奨）」を選択して「次へ」をｸﾘｯｸしてください。 

c. 次にどのﾄﾞﾗｲﾌﾞを探しますかとのｳｲﾝﾄﾞｰが表示されます。CD-ROM ﾄﾞﾗｲﾌﾞを選択

してください。ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸﾄﾞﾗｲﾌﾞにﾁｪｯｸがされていたら外してください。 

d. 付属の設定／ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ CD-ROM をｺﾝﾋﾟｭｰﾀの CD-ROM ﾄﾞﾗｲﾌﾞに挿入して「次

へ」のﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてください。 

 
e. 表示されたｳｲﾝﾄﾞｰの「次へ」のﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてください。 

f. ｲﾝｽﾄｰﾙ中「ﾃﾞｼﾞﾀﾙ署名が必要です。」というﾒｯｾｰｼﾞが表示されることがあります。       
このﾒｯｾｰｼﾞは無視して「ﾊｲ」をｸﾘｯｸしてｲﾝｽﾄｰﾙを続けてください。ｽﾃｯﾌﾟ 6 に進ん

でください。 

3. Windows XP をご使用の場合 

 
a.  付属の設定／ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ CD-ROM を CD-ROM ﾄﾞﾗｲﾌﾞに入れてください。 

b.  「ｿﾌﾄｳｴｱを自動的にｲﾝｽﾄｰﾙする（推奨）」を選択して「次へ」のﾎﾞﾀﾝを ｸﾘｯ

ｸします。 

ｃ.  表示されたｳｲﾝﾄﾞｰの「次へ」のﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。ｽﾃｯﾌﾟ 6 に進んでください。 

 

4. Windows Vista をご使用の場合 

 
a. 「新しいﾊｰﾄﾞｳｴｱが見つかりました」というｳｲﾝﾄﾞｰが表示されたら「ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｿﾌﾄｳｴ

ｱを探してｲﾝｽﾄｰﾙする」を選択します。 

b. 「ﾕｰｻﾞｰｱｶｳﾝﾄｺﾝﾄﾛｰﾙ」のﾀﾞｲｱﾛｸﾞがﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟされたら[続ける]をｸﾘｯｸします。 

c. 「付属のﾃﾞｨｽｸを挿入してください」というﾒｯｾｰｼﾞが表示されたら、設定／ｱﾌﾟﾘｹｰｼ

ｮﾝ CD-ROM を CD-ROM ﾄﾞﾗｲﾌﾞに入れ、「次へ」のﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。 

d. ｲﾝｽﾄｰﾙ中に「Windows はﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｿﾌﾄｳｴｱに発行人を確認できません」というﾒｯｾ

ｰｼﾞが表示されても、これを無視して「ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｿﾌﾄｳｴｱをｲﾝｽﾄｰﾙする」をｸﾘｯｸして

ｲﾝｽﾄｰﾙを続けてください。ｽｷｬﾅの機能が損なわれることはありません。ｽﾃｯﾌﾟ 6
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に進んでください。 

 

5. Windows 7 をご使用の場合 
 

a. スキャナに同梱されていたセットアップ/アプリケーション CD-ROMをCD-ROMドラ

イブに挿入します。表示された[自動再生]ウィンドウを閉じます。 

b. Windowsの[スタート]メニューから、[コンピューター]を右クリックし、ポップアップメ

ニューから[プロパティ]を選択します。次の画面上の[デバイスマネージャー]をクリ

ックします。 

c. [デバイスマネージャー]ウィンドウで、[ほかのデバイス]項目の下からこのスキャ

ナを右クリックし、ポップアップ メニューから[ドライバーソフトウェアの更新]を選択

します。表示されたウィンドウで[コンピューターを参照してドライバーソフトウェアを

検索します]をクリックしてから、[参照]ボタンをクリックします。  

d. [フォルダーの参照]ウィンドウで、スキャナのドライバーを含むフォルダーを選択し、

[OK]ボタンを押して前の画面に戻ります。[次へ]ボタンをクリックし、[Windows セキ

ュリティ]ウィンドウにて[このドライバーソフトウェアをインストール`します]をクリッ

クします。 
 

6. ｼｽﾃﾑがｲﾝｽﾄｰﾙを終了させたら「Finish」（終了）をｸﾘｯｸします 

7. 画面の指示に従ってｽｷｬﾅに必要なｿﾌﾄｳｴｱをｲﾝｽﾄｰﾙします。 

8. ｿﾌﾄｳｴｱのｲﾝｽﾄｰﾙが終わったら、全てのｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを閉じて「Finish」（終了）をｸﾘｯｸ、 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀを再起動させます。 
 

 

ｿﾌﾄｳｴｱのｲﾝｽﾄｰﾙが始まらず、画面に何も表示されない場合には、「ｽﾀｰ

ﾄ」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸ、「ﾌｧｲﾙ名を指定して実行」を選び[d:\Install]とﾀｲﾌﾟしてくだ

さい。 （d:はｺﾝﾋﾟｭｰﾀの CD-ﾄﾞﾗｲﾌﾞです。） Attention 

ｿﾌﾄｳｴｱの設定に関するﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ 
本書並びに付属のｸｲｯｸｲﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝｶﾞｲﾄﾞ（Quick Installation Guide）をよくお読みください。 

それでもｲﾝｽﾄｰﾙに問題がある場合は、下記をﾁｪｯｸしてください。 

• ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸﾄﾞﾗｲﾌﾞに 500MB 以上の空き容量がありますか？ 

• ｽｷｬﾅは正しく接続され、電源の供給を受けていますか？ 

• USB ｹｰﾌﾞﾙの正方形の端はｽｷｬﾅの背面の USB ﾎﾟｰﾄに接続されていますか？ 

• USB ｹｰﾌﾞﾙの長方形の端はｺﾝﾋﾟｭｰﾀ背面の USB ﾎﾟｰﾄに接続されていますか？ 
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本書に記載されたｲﾝｽﾄｰﾙ手順から逸脱した場合にはｽｷｬﾅから USB ｹｰﾌﾞﾙを抜き、CD-
ROM からｿﾌﾄｳｴｱを再ｲﾝｽﾄｰﾙしてください。再ｲﾝｽﾄｰﾙするには「ｽﾀｰﾄ」をｸﾘｯｸ、「ﾌｧｲﾙ名

を指定して実行」を選択「d:\Install 」とﾀｲﾌﾟしてください。（ｄ:はｺﾝﾋﾟｭｰﾀの CD-ROM ﾄﾞﾗｲﾌﾞ

を指します。）ｾｯﾄｱｯﾌﾟｳｲｻﾞｰﾄﾞの画面の指示に従ってください。ｺﾝﾋﾟｭｰﾀを再起動してくださ

い。ｺﾝﾋﾟｭｰﾀが ON の状態にある間に、USB ｹｰﾌﾞﾙを再度つないでください。 

追加するｿﾌﾄｳｴｱのｲﾝｽﾄｰﾙ 
ｽｷｬﾅは TWAIN に準拠しており TWAIN とｺﾝﾊﾟﾁﾌﾞﾙなｿﾌﾄｳｴｱは動作可能です。追加のﾌﾄ

ｳｴｱを購入する際には TWAIN に準拠したものを選んでください。 

 8



 

第 2 章 使用方法とﾒﾝﾃﾅﾝｽ 

ｽｷｬﾅの動作 
組織スライドスキャナーは、1.1mm 厚、1x3 インチ長、No.1 カバースリップの U.S.標準ガラ

ススライドとの動作を許容します。お使いのｿﾌﾄｳｴｱによっては扱える情報量に制限を受け

ることがあります。またお使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀのﾒﾓﾘｰ容量、ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸﾄﾞﾗｲﾌﾞの空き容量により

ｽｷｬﾝされたﾄﾞｷｭﾒﾝﾄのﾌｨｼﾞｶﾙｻｲｽﾞに制限を受けることがあります。 

ｽｷｬﾅを動作させるには次の 3 通りの方法があります。 

1. 画像編集ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを使いｽｷｬﾅからｲﾒｰｼﾞを取得。 

2. QuickScan ﾎﾞﾀﾝを押し、QuickScan 機能を使う。ｽｷｬﾅのｿﾌﾄｳｴｱをｲﾝｽﾄｰﾙした

際に QuickScan 設定用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑも自動的にｲﾝｽﾄｰﾙされます。 

3. IntelliScan ﾎﾞﾀﾝを押し SilverFast Lanucher を起動します。 このｽﾀﾝﾄﾞｱﾛｰﾝﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑによりｽｷｬﾅの機能を拡張することができます。詳しくは SilverFast のﾕｰｻﾞｰ

ｽﾞﾏﾆｭｱﾙを参照ください。（注：SilverFast は英語版のｿﾌﾄｳｴｱです。）  

本ｽｷｬﾅに付属されている設定/ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ CD-ROM に画像編集ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが入っており、ｽ

ｷｬﾝしたｲﾒｰｼﾞをﾌｨﾙﾀｰ、各種ﾂｰﾙ、効果により変更、修正することができます。 

QuickScan ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはｽｷｬﾝした画像を画像編集ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ（例：Presto! ImageFolio）で

直接処理させることができます。  

QuickScan の設定はｵﾝﾗｲﾝﾍﾙﾌﾟを参照してください。Windows のｼｽﾃﾑﾄﾚｲ上の時計のｱ

ｲｺﾝの近くに表示される QuickScan のｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸしてｱｸｾｽしてください。 

 

組組織織ススラライイドドホホルルダダーー  

 

1.1mm 厚、1x3 インチ長、No.1 カバースリップの U.S.標準ガラススライドで動作します。 

 

組組織織ススラライイドドホホルルダダーーのの使使用用  
組織スライドガラスをエマルジョン（光沢なし）側を下にしてスロットに挿入します。それぞれ

のｽﾛｯﾄのﾌﾚｰﾑには矢印とｲﾗｽﾄが記されています。 
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Attention 

z 正しいスキャン結果を得るために、常にイメージトップを組織スライド

スキャナーの後部（電源コードと USB コードが配置）に向け、エマル

ジョン（光沢なし）側を下にします。 

z 組織スライドホルダーには「top」および「bottom」を示す文字がありま

す。上記記述に従ってスライドを正しく向けると、この文字をクリアに

読み取れるはずです（例、スライドが逆だったり逆さでない）。 

 

 

組組織織ススラライイドドホホルルダダーーをを差差しし込込むむ  

ダストカバーを通して組織スライドホルダーを組織スライドスキャナーに挿入します。組織ス

ライドホルダーは両側から挿入できます。組織スライドホルダーはスライドレール上の刻み

目を使用して、各フレームをインデックス化します。 

組織スライドホルダーの出し入れのために、組織スライドスキャナーの両側には 40cm の

スペースを空けてください。 
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z 組織スライドホルダーがインデックス位置で止まっていると感ずること

が有ります。スキャンを実施する前に、組織スライドホルダーを優しく

押して引っ張り、組織スライドホルダーが正しい位置にあることを確

認してください。 

z 組織スライドホルダーの上側には「組織スライドホルダー」が表示さ

れています。正しいスキャン結果を得るために、常にこちらの側を上

に保ってください。 

 

    

Attention 

z 組織スライドホルダーは組織スライドスキャナーにスムーズに挿入で

きるはずです。組織スライドホルダーを強く押さないでください。 

IInntteelllliiSSccaann ﾎﾎﾞ゙ﾀﾀﾝﾝ  
IntelliScan ﾎﾞﾀﾝを押すと付属のｿﾌﾄｳｴｱ SilverFast 6.5 を起動します。このｿﾌﾄｳｴｱには汚

れ・ｷｽﾞの除去、粒子・ﾉｲｽﾞの除去、ﾈｶﾞの最適化を行う等、ｽｷｬﾝのための様々な機能があ

ります。 

 

Attention 

詳しくは SilverFast 6.5 のﾕｰｻﾞｰｽﾞﾏﾆｭｱﾙを参照ください。（注：

SilverFast は英語版のｿﾌﾄｳｴｱです。）. 
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QQuuiicckkSSccaann  ﾎﾎﾞ゙ﾀﾀﾝﾝ  
QuickScan ﾎﾞﾀﾝを押すとｽｷｬﾝしたｲﾒｰｼﾞを自動的にｱﾙﾊﾞﾑに保存し、PageManager ﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑに送り画像処理をすることができます。 

QuickScan の設定 

1. Windows のｼｽﾃﾑﾄﾚｲ上の時計のｱｲｺﾝの近くに表示される QuickScan のｱｲｺﾝ

をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸするか、右ｸﾘｯｸします。ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟしたﾒﾆｭｰからして[Properties]を選択

します。 

 

2.  設定画面 

 
z Source (ｽｷｬﾝする素材)、 Purpose (画像を保存、処理するためのｿﾌﾄｳｴｱ)、

File Format (保存形式)、 Destination Folder (保存先)及び File name 
prefix (ﾌｨﾙﾑ名、その後に 0000 から 4 桁の数字が順番に付加されます。)を選

択します。 
z Preview ｳｲﾝﾄﾞｰのｵﾌﾟｼｮﾝ enable and/or confirm をﾁｪｯｸします。 
z Auto Processing のｵﾌﾟﾃﾞｮﾝを選択します。 

 12



 

Color Enhancement： ﾈｶﾞﾓｰﾄﾞでのみ使用できます。 
Color Matching： ﾄﾗﾝｽﾍﾟｱﾚﾝｼｰﾓｰﾄﾞでのみ使用できます。 
Auto Density：ﾈｶﾞﾓｰﾄﾞ、ﾄﾗﾝｽﾍﾟｱﾚﾝｼｰﾓｰﾄﾞ両方で使用できます。（ｶﾗｰの処理

方法による。） 
Auto Density と Color Matching 機能を同時に使うことはできません。 
Auto Density が選択されている時には Auto Crop は自動的に機能します。 

z Scanning Attributes （ｽｷｬﾝ特性）のｵﾌﾟｼｮﾝを選択します。  
Mode, Resolution（解像度） , Filter, Brightness（明るさ） , Contrast 及び 
Gamma の設定を変更することができます。 

z 初期設定に戻すには Default ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてください。 
z Close ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると最終設定を保存し QuickScan の設定画面を終了しま

す。 

3.    ﾌﾟﾘﾋﾞｭｰｳｲﾝﾄﾞｰＰｒｅｖｉｅｗ 

上記設定画面でＰｒｅｖｉｅｗ部分の‘Enable’と‘Confirm’がﾁｪｯｸされている時のみ   ﾌﾟ

ﾘﾋﾞｭｰｳｲﾝﾄﾞｰは表示されます。 

 
1. Scanning source ｽｷｬﾝ素材 
2. Scanning mode ｽｷｬﾝﾓｰﾄﾞ 
3. Resolution 解像度 
4. Filter ﾌｨﾙﾀｰ 
5. Brightness 明るさ 
6. Contrast ｺﾝﾄﾗｽﾄ 
7. Scan and save to album ｽｷｬﾝしてｱﾙﾊﾞﾑに保存 
8. Preview ﾌﾟﾘﾋﾞｭｰ 
9. Exit 終了 
10. On-line help ｵﾝﾗｲﾝﾍﾙﾌﾟ 

 

QQuuiicckkSSccaann  設設定定ととﾌﾌﾟ゚ﾘﾘﾋﾋﾞ゙ｭｭｰーｳｳｲｲﾝﾝﾄﾄﾞ゙ｰーのの機機能能  
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Source – ｽｷｬﾝするﾌｨﾙﾑの素材を選択します。 
• 組織スライド – 組織スライドガラスのスキャンにはこのモードを使用します。 

 Scan Mode – ｽｷｬﾝﾓｰﾄﾞを以下から選択します。: 
• 8-bit grayscale – 256 階層のｸﾞﾚｰｽｹｰﾙでｽｷｬﾝし、白黒の画像を提供します。 
• 16-bit grayscale – 65,000 階層以上のｸﾞﾚｰｽｹｰﾙでｽｷｬﾝし、ﾘｱﾙな白黒画像を提

供します。 
• 24-bit Color – スライドのリアル性を追求するために数百万色でスキャンします。カ

ラースライドのスキャンにはこのモードを使用します。これは組織スライドガラスのス

キャンの最高の設定です。 
• 48-bit Color – 48 ﾋﾞｯﾄｶﾗｰでｽｷｬﾝ、精密なｶﾗｰの表現が要求されるﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙな

ｲﾒｰｼﾞに使用できます。  
 

 Resolution -  解像度はﾄﾞｯﾄ/ｲﾝﾁ（dpi）で現されます。解像度は高いほど画像の

精度は高くなりますが、ﾒﾓﾘｰ及びﾄﾞﾗｲﾌﾞ内の容量も大きくなります。 
 

Filter – ﾌｨﾙﾀｰを使うことにより余計なﾄﾞｯﾄ、ゆがみを除去し画像をより鮮明にするこ

とができます。 
 
None 
Average: ｿﾌﾄなｲﾒｰｼﾞにします。（画像の深み：中程度、ﾋﾟｸｾﾙ：平均）.  
Blur: ｲﾒｰｼﾞの暗い部分を明るく、明るい部分を暗くしてｺﾝﾄﾗｽﾄを下げ

画像を不鮮明にします。  
Blur More:  画像をより不鮮明にします。 
Sharpen: ｴｯｼﾞをより際立たせｼｬｰﾌﾟな画像にします。この Sharpen ﾌｨﾙﾀ

ｰを使うと暗いｴｯｼﾞをより暗く、明るいｴｯｼﾞの周りをより明るくしｺ

ﾝﾄﾗｽﾄ上げます。  
 Sharpen More: 画像をよりｼｬｰﾌﾟにします。 

Unsharpen:   ぼやけた部分を除去してｲﾒｰｼﾞのｴｯｼﾞをｼｬｰﾌﾟにします。こらは

組織スライドガラスのスキャンの最高の設定です。 
 

 Brightness – ｽｷｬﾝ中にﾄﾞｷｭﾒﾝﾄに照射される光量を調整します。  
 

 Contrast – ｺﾝﾄﾗｽﾄは中間のﾄｰﾝを下げ、高いﾄｰﾝと低いﾄｰﾝを上げてｲﾒｰｼﾞの明

暗のﾚﾝｼﾞを調整します。 
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Image Gamma – はｺﾝﾋﾟｭｰﾀに取り込むｽｷｬﾝされるｲﾒｰｼﾞの色を調整するのに使わ

れます。Gamma 調整することにより選択されたｶﾗｰﾁｬﾝﾈﾙの色調のﾚﾝｼﾞを変更する

ことができます。Gamma の値はｶﾗｰの明るさの測定値に基づいています。Gamma
の値が大きいほどｶﾗｰは明るくなります。 

• 組織スライドガラスのスキャン向けに最高のイメージガンマ設定値は 1.35 です。 

注: Gamma の値の調整はｲﾒｰｼﾞﾃﾞｰﾀに影響を与えます。ｺﾝﾋﾟｭｰﾀのﾓﾆﾀｰ画像、     
ﾌﾟﾘﾝﾄ画像の表示が変更されます。 

Purpose 

このﾒﾆｭｰには File、Page Manager、Photoshop、Image Folio が含まれています。ｽｷｬﾝ

したｲﾒｰｼﾞの処理を行うｿﾌﾄｳｴｱを選択できます。 

Auto Density 

このﾎﾞｯｸｽをﾁｪｯｸすると色調の相違を増加し、自動的にﾋｽﾄｸﾞﾗﾑを調整してｽｷｬﾝしたｲﾒｰ

ｼﾞをｸﾘｰﾝにします。 
この機能は組織スライドモードで利用できます。 

Color Matching 

元のｲﾒｰｼﾞと出力されるｶﾗｰが均一になるようｶﾗｰﾏｯﾁﾝｸﾞをさせる機能です。 
この機能は組織スライドモードで利用できます。 

 

ｶﾗｰの処理方式の違いにより、Auto Density 機能と Color Matching 機

能を同時に動作させることができません。Auto Density が選択されている

時には機能はｸﾞﾚｲ色で表示され、Color Matching 機能は使用することが

できません。同様に Color Matching が選択されている時には Auto 
Density 機能はｸﾞﾚｲ色で表示され、使用することができません。 

 
Attention 

Color Enhancement 

この機能はﾈｶﾞの露出不足の緑と青のﾁｬﾝﾈﾙを補完する機能です。 

Auto Crop  

このﾎﾞｯｸｽがﾁｪｯｸされている時には QuickScan ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑがｲﾒｰｼﾞの寸法を測りｴｯｼﾞの周囲

をｸﾛｯﾌﾟします。ｸﾛｯﾌﾟの形は正方形または長方形です。不規則な形のｲﾒｰｼﾞのｴｯｼﾞはﾄﾚｰ

ｽしません。 

Default 

このﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると全ての設定値が初期値に戻ります。 
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ｽﾃｰﾀｽｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀｰ 
緑色 LED ｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀｰ（IntelliScan ﾎﾞﾀﾝ上)がｽｷｬﾅの状態を表示します。 
 

LED 状    態 
点灯 ｽｷｬﾅはｺﾝﾋﾟｭｰﾀと接続され、ｲﾒｰｼﾞをｽｷｬﾝできる状態にあります。 
消灯 ｽｷｬﾅが OFF の状態。ｺﾝﾋﾟｭｰﾀと接続されていないか、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの電源

が入っていません。 

ｽｷｬﾅの接続 
ｽｷｬﾅの全ての接続をﾁｪｯｸすることがﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞの第一歩です。ｽｷｬﾅがｺﾝﾋﾟｭｰﾀと正し

く接続され、ｽｷｬﾅのｿﾌﾄｳｴｱが起動すると Windows のｼｽﾃﾑﾄﾚｲ上に QuickScan ｱｲｺﾝ が

表示されます。 
 

表示 状    態 
QuickScan ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが起動、ｽｷｬﾅはｺﾝﾋﾟｭｰﾀと接続されｲﾒｰｼﾞをｽ

ｷｬﾝできる状態にあります。   

ｽｷｬﾅはｺﾝﾋﾟｭｰﾀと接続されていません。  
  表示なし QuickScan ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの終了が選択されています。ｽｷｬﾅがｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

接続されていても、いなくてもｱｲｺﾝは表示されません。 

Windows ｼｽﾃﾑ開始され、ｽｷｬﾅが接続されていないことを検知すると次のﾒｯｾｰｼﾞが表示さ

れます。 
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このﾒｯｾｰｼﾞを再び表示させたくない場足は： 

� ﾒｯｾｰｼﾞｳｲﾝﾄﾞｰの [Do not show this message again]のﾎﾞｯｸｽにﾁｪｯｸを入れ、OK
をｸﾘｯｸします。 

� Windows ｼｽﾃﾑﾄﾚｲ上の QuickScan ｱｲｺﾝ  をｸﾘｯｸし、ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾒﾆｭｰの 
[Enable Warning] からﾁｪｯｸを外し、表示されるﾒｯｾｰｼﾞ中の [No] ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしま

す。 
 

 

Attention 

このﾒｯｾｰｼﾞを再び表示させたい時には QuickScan ｱｲｺﾝ をｸﾘ

ｯｸし、ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾒﾆｭｰの [Enable Warning]にﾁｪｯｸを付け 、表示さ

れるﾒｯｾｰｼﾞ中の [Yes] ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。  

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 
ｽｷｬﾅをｽﾑｰｽに動作させるため下記の使用方法及びﾒﾝﾃﾅﾝｽについて

の説明をお読みください。 
 

Caution  

 
z 埃っぽいところでｽｷｬﾅを使用しないでください。埃の粒子や異物が損傷を与える恐

れがあります。長期間使用しない場合には輸送用のﾋﾞﾆｰﾙ袋に入れてください。 
z 付属の USB ｹｰﾌﾞﾙを使用してください。他のｹｰﾌﾞﾙを使うと故障の原因となります。 
z ｽｷｬﾅを分解しないでください。感電の恐れがあります。ｽｷｬﾅ開けた場合には製品

保証は受けられません。 
z ｽｷｬﾅに過度の振動を与えないでください。内部の部品に損傷を与える恐れがあり

ます。 
z ｽｷｬﾅは 10℃～40℃の温度帯で使用してください。 

VCCI 
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別表 A: ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ 

ｽｷｬﾝの問題 
ほとんどの問題は簡単に解決することができます。よくある質問とその対応について下記に

記載します。  
 
現象: 説明書に従って設置をしましたが、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀがｽｷｬﾅ検知しません。 
原因 1: お使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀが USB をｻﾎﾟｰﾄしていない。 
解決法  1: USBREADY.EXEﾌｧｲﾙを http://www.usb.org/home からﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞして実

行させ、お使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀのUSBのｻﾎﾟｰﾄﾚﾍﾞﾙをﾁｪｯｸします。 
 
原因 2: BIOS 設定で USB が許可されていない。 
解決法 2: BIOS 設定の USB ｺﾝﾄﾛｰﾗｰを許可します。ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの起動時に(通常 

<del>、 <F1> または <F10>)のｷｰを押すと、BIOS の設定画面が表示さ

れます。USB のｵﾌﾟｼｮﾝを捜し、許可(enable)にします。設定を終了、保存

するとｺﾝﾋﾟｭｰﾀは自動的に 再起動します。この変更を行うには、お使いのｺ

ﾝﾋﾟｭｰﾀﾒｰｶｰにお問い合わせをしてください。 
 
原因 3: USB ｺﾝﾄﾛｰﾗｰは正しくｲﾝｽﾄｰﾙされていない。 
解決法 3: USB するにはｽﾀｰﾄﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸし「設定」、「ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙ」を選択します。ｺ

ﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙのｳｲﾝﾄﾞｰで「ﾊｰﾄﾞｳｴｱの追加」ｱｲｺﾝをﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸします。画面

の指示に従って作業を行ってください。 
 
現象: ｽｷｬﾝされたｲﾒｰｼﾞがｽｸﾘｰﾝ上で粒子が粗い。 
原因: ﾋﾞﾃﾞｵﾓｰﾄﾞは 256 色以上に設定されていない。 
解決法: ﾋﾞﾃﾞｵﾓｰﾄﾞを 16 ﾋﾞｯﾄ/ﾋﾟｸｾﾙ (65536 colors) 以上に設定することを推奨して

います。ﾋﾞﾃﾞｵﾓｰﾄﾞの変更についてはﾋﾞﾃﾞｵｶｰﾄﾞ、お使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀまたは

Windows の説明書を参照してください。 
 
現象: ｽｷｬﾝする動作が非常に遅い。 
原因 1: ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞで他のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを動作させている。 
解決法 1: ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞで動作している他のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを終了します。 
 
原因 2: 高解像 (DPI)に設定されている。. 
解決法 2: 解像度を下げます。 
 
現象: 他の市販のｿﾌﾄｳｴｱを使ったところ、ｽｷｬﾅがｻﾎﾟｰﾄﾘｽﾄに掲載されていま

せん。 
解決法: TWAIN をｽｷｬﾅとして選択してください。 
 
現象: ｽｷｬﾅに同梱されている以外のｿﾌﾄｳｴｱを使うとｽｷｬﾝできない。 
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解決法: ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのｽｷｬﾅｾｯﾄｱｯﾌﾟに入り、TWAIN を選択します。ご使用のｽｷｬﾅが

表示されます。(例： Plustek USB Scanner). 
 
現象: ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸに保存ができない。 
原因 1: ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸが書き込み禁止になっている。 
解決法 1: ﾃﾞｨｽｸの裏側にある書き込み禁止ﾀﾌﾞをｸﾛｰｽﾞﾄﾞ（Closed）の位置に動かし

ます。 
 
原因 2: ﾃﾞｨｽｸがﾌｫｰﾏｯﾄされていない。 
解決法 2: ﾃﾞｨｽｸをﾌｫｰﾏｯﾄしてください。 
 
原因 3: ﾃﾞｨｽｸにﾄﾞｷｭﾒﾝﾄを保存するのに充分な容量がない。 
解決法 3: 不必要なﾌｧｲﾙをﾃﾞｨｽｸから削除します。 
 
原因 4: ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄを高解像度でｽｷｬﾝした。高解像度でｽｷｬﾝを行うと大きなﾃﾞｨｽｸｽﾍﾟ

ｰｽを使うことになります。 
解決法 4: 解像度を下げてください。 
 
現象: 同梱のｿﾌﾄｳｴｱではｲﾒｰｼﾞは綺麗に見えるのですが、ｲﾒｰｼﾞを他のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

にｴｸｽﾎﾟｰﾄすると悪くなります。 
原因: 違うｲﾒｰｼﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑでは異なったﾓﾆﾀｰｶﾞﾝﾏ（Monitor Gamma）の設定を行

っています。 
解決法: どちらかのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾓﾆﾀｰｶﾞﾝﾏ（Monitor Gamma）の設定を変更してﾏｯﾁﾝ

ｸﾞをとってください。ﾓﾆﾀｰｶﾞﾝﾏの調整についてはそれぞれのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾍﾙ

ﾌﾟﾌｧｲﾙを参照してください。 
 
現象: ｲﾒｰｼﾞは画面上では綺麗に表示されているが、印刷すると暗くなる。 
原因 1: ﾓﾆﾀｰｶﾞﾝﾏ(Monitor Gamma)または明度の調整が正しくない。 
解決法 1: 1)  ﾓﾆﾀｰｶﾞﾝﾏの値を 1.0 から 1.5 の間で調整します。ﾓﾆﾀｰｶﾞﾝﾏの調整に

ついてはﾍﾙﾌﾟﾌｧｲﾙを参照してください。 
 2) ｽｷｬﾝをする前に TWAIN ｳｲﾝﾄﾞｰの明度調整を行ってください。 
 
原因 2: ﾌﾟﾘﾝﾀｰの明度調整が正しくない。 
解決法 2: ﾌﾟﾘﾝﾀｰの明度調整を行います。ﾌﾟﾘﾝﾀｰによっては明度調整ができるものが

あります。お使いのﾌﾟﾘﾝﾀｰの説明書を参照してください。 
 
現象: ｽｷｬﾝした画像を E-ﾒｰﾙに添付すると送信するのに時間がかかりすぎる。 
原因 1: ｲﾒｰｼﾞを高解像度でｽｷｬﾝしたかｲﾒｰｼﾞのｻｲｽﾞが大きい。 
解決法 1: 低解像度でｽｷｬﾝする。 (DPI) 
 
原因 2: ﾈｯﾄﾜｰｸが混み合っている。 
解決法 2: 後で再送信してください。 
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現象: E-ﾒｰﾙで送信した画面を自分のｺﾝﾋﾟｭｰﾀで見ると綺麗だが、受け手のｺﾝﾋﾟ

ｭｰﾀで見ると暗い。 
解決法: 送信者と受信者のｺﾝﾋﾟｭｰﾀのﾓﾆﾀｰｶﾞﾝﾏ(Monitor Gamma)を同じにする必

要があります。 
 
現象: ｽｷｬﾝの最初にｷﾞｼｷﾞｼと音がする。 
原因: ｽｷｬﾅはｽｷｬﾝを開始する前にｷﾞﾔをかみ合わせてｲﾆｼｬﾗｲｽﾞ動作を行いま

す。 
解決法: ｽｷｬﾅの通常動作で、この音は正常です。 
 
現象: ｽｷｬﾝﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると「ﾃﾞｨｽｸが一杯です」（A. -Disk is full-）というｴﾗｰ

表示が表示される。 
原因: ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの容量が足りません。ｲﾒｰｼﾞを処理するのに充分な容量がﾊｰﾄﾞﾃﾞｨ

ｽｸﾄﾞﾗｲﾌﾞにありません。ｽｷｬﾝする解像度が高すぎます。 
解決法: 大容量のﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸを使うか、低解像度でｽｷｬﾝしてください。 
 
現象: 「ﾃﾞｨｽｸ I/O ｴﾗｰ」（A -Disk I/O error-）が表示される。 
原因 1: ｲﾒｰｼﾞを処理するのに充分な容量がﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸﾄﾞﾗｲﾌﾞにありません。 
解決法 1: 不必要なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、ﾌｧｲﾙを削除してﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸに空きｽﾍﾟｰｽが作ってくださ

い。 
 
原因 2: ご使用のﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸﾄﾞﾗｲﾌﾞは損傷しているか、不具合のあるｾｸﾀｰを含んで

います。 
解決法 2: Windows ｺﾝﾋﾟｭｰﾀのｽｷｬﾝﾃﾞｨｽｸを起動してください。ｽｷｬﾝﾃﾞｨｽｸのﾕｰﾃｨﾘ

ﾃｨについてはお使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀの説明書または Windows のﾍﾙﾌﾟﾌｧｲﾙを

参照してください。 
 
現象: 「ｽｷｬﾅが見つかりません。」というｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞが表示される。 
原因 1: USB ｹｰﾌﾞﾙが正しく接続されていない。 
解決法 1: ｹｰﾌﾞﾙが正しいﾎﾟｰﾄにきちんと接続されていることを確認してください。 
 
原因 2: USB ｹｰﾌﾞﾙが長すぎる。 
解決法 2: ｽｷｬﾅに付属されている USB ｹｰﾌﾞﾙを使ってください。 
 
原因 3: ｽｷｬﾅの電源ｺｰﾄﾞが正しく接続されていない。 
解決法 3: AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰが電源に接続されているか確認してください。ｽｷｬﾅがｻｰｼﾞﾌﾟﾛ

ﾃｸﾀｰに接続されている場合には、これを ON にしてください。 
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一般的な -How-to- に関する質問 
現象： ｽｷｬﾝしたｲﾒｰｼﾞを JPG ﾌｫｰﾏｯﾄで保存する方法は？ 
解決法： 1)  ｲﾒｰｼﾞｴﾃﾞｨﾀｰでﾌｧｲﾙ（File）をｸﾘｯｸ。 
 2)  名前を付けて保存をｸﾘｯｸ（Save as）。 
 3)  ｲﾒｰｼﾞを保存したいﾎﾙﾀﾞｰを選択。 
 4)  保存するﾀｲﾌﾟとして JPEG または JPG を選択。 
 5)  ｲﾒｰｼﾞのﾌｧｲﾙ名をﾀｲﾌﾟ。 
 
現象： ｲﾒｰｼﾞを切り取り、他のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの貼り付ける方法は？ 
解決法： 1)   切り取りたいｴﾘｱを選択。 

2)  編集（EDIT）をｸﾘｯｸ。 
3)  切り取り（CUT）をｸﾘｯｸ。 
4)  ﾌﾟﾛﾌﾗﾑを起動して、ｲﾒｰｼﾞ貼り付けたいﾄﾞｷｭﾒﾝﾄを開く。 
5)  編集（EDIT）をｸﾘｯｸ。 
6)  貼り付け（PASTE）をｸﾘｯｸ。 

 お使いのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの説明書の切り取りと貼り付けの項を参照してください。 
 
現象： ｽｷｬﾝしたｲﾒｰｼﾞを e-mail ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで使う方法は？ 
解決法： お使いの e-mail ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑがｻﾎﾟｰﾄしているﾌｫｰﾏｯﾄ(JPG、GIF または PNG 

を推奨)でｲﾒｰｼﾞを保存してください。ﾒｰﾙのﾒｯｾｰｼﾞにｲﾒｰｼﾞを添付する方法

についてはお使いの e-mail ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの説明書を参照してください。 
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別表 B: 仕  様1

 

OpticLab H850 

外形寸法 120 x 272 x 118.5 mm  
重量 1.6 kg (3.5 lbs) 
動作温度 10° C to 40° C (50° F to 104° F) 
最大ｽｷｬﾝｴﾘｱ 24.3 x 35mm 
ｽｷｬﾝ方法 ｼﾝｸﾞﾙ-ﾊﾟｽ 

ｶﾗｰ： Input 48-it; Output 24/48-bit 
ｽｷｬﾝﾓｰﾄﾞ 

ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ：Input 16-bit; Output 8/16-bit 
光源 RGB LED 

光学的分解能： 7200 dpi 
解像度 最大ﾊｰﾄﾞｳｴｱ分解能： 7200 dpi (ﾒｲﾝｽｷｬﾝ) x 7200 dpi (ｻﾌﾞｽｷｬ

ﾝ) 
1.1mm 厚、1x3 インチ長、No.1 カバースリップの U.S.標準ガラス

スライドで動作します 
ｽｷｬﾝ素材 

ﾌﾟﾛﾄｺﾙ TWAIN 準拠  
接続 USB 2.0 High Speed 
電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ 出力：DC 15V、1A  

動作時：15 W Max. 
消費電力 

待機時：5 W  
EMI FCC Class B 

 

 

                                                 
1 ﾊｰﾄﾞｳｴｱの仕様は予告なく変更される場合があります。 
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別表 C: ｶｽﾀﾏｰｻｰﾋﾞｽと製品保証 

ｽｷｬﾅの問題が発生した場合には本書の設置の注意事項、ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞの項を参照し

て対処してください。 

弊社ｶｽﾀﾏｰｻﾎﾟｰﾄ部に電話でお問い合わせすることも可能です。月曜から金曜の下記の

営業時間内で対応しております。連絡先は巻末のﾍﾟｰｼﾞを参照してください。 

 
ﾖｰﾛｯﾊﾟ 9:00 a.m. – 5:30 p.m. (CET) 
その他の地域 9:00 a.m. – 6:00 p.m. 台湾時間 

 

電話でお問い合わせになる場合には下記を事前に準備してください。 
z ｽｷｬﾅの名称及びﾓﾃﾞﾙ No. 
z ｽｷｬﾅのｼﾘｱﾙ No.（ｽｷｬﾅの底面に貼ってあります。） 
z 障害内容 
z ご使用のｺﾝﾋﾟｭｰﾀのﾒｰｶｰ名、ﾓﾃﾞﾙ名 
z ご使用のｺﾝﾋﾟｭｰﾀの CPU 速度（例：Pentium 133、等） 
z ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ及び BIOS 
z ｿﾌﾄｳｴｱ名、ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ No.、ﾘﾘｰｽ No.、ｿﾌﾄｳｴｱのﾒｰｶｰ名 
z ｲﾝｽﾄｰﾙされているその他の USB 機器 

製品保証 
製品保証は正規代理店から転売目的でなく自らの使用目的のために購入された方にのみ

適用されます。 
ﾒｰｶｰの保証は部品、修理費用を含みますが購入時の領収書がない場合には保証は適用

されません。製品保証ｻｰﾋﾞｽを受けるには弊社正規代理店、販売店にご連絡いただくか弊

社のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからｻｰﾋﾞｽ情報をﾁｪｯｸしてください。E-Mail でのお問い合わせも受け付けて

おります。 
製品を他のﾕｰｻﾞｰに譲渡した場合、譲渡されたﾕｰｻﾞｰは保証の残存期間ｻｰﾋﾞｽを受けるこ

とができます。譲渡する場合には領収書等の購入時の証拠書類も渡してください。 
弊社では取扱い説明書類に記載された通りに製品が動作することを保証いたします。購入

時の証拠書類の提示により交換された部品の保障期間は製品の残存期間と同じとします。 
保証ｻｰﾋﾞｽで製品を持ち込む際には全てのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、ﾃﾞｰﾀ、脱着可能なｽﾄｰﾚｯｼﾞﾒﾃﾞｨｱは外

してください。ｶﾞｲﾄﾞ、ｿﾌﾄｳｴｱなしで返却された製品は、修理後ｶﾞｲﾄﾞ、ｿﾌﾄｳｴｱなしで返却さ

れます。 
事故、天災、破壊、誤使用、不正使用、不適切な環境での使用、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの変更、他の機械、

本機の改造に対して製品保証は適用されません。 
本機が本来設計された目的の用途で使用された場合にのみ製品保証は適用されます。 
製品保証についてのお問い合わせはお買い求めになった正規販売店またはﾒｰｶｰにお願

いいたします。 
この製品保証は明示、黙示を限定せずある目的のための目次的保証を含む他の全ての保

証置き換わるものとします。法律によっては黙示的保証の除外を許容しないことがあり、こ

の場合全ての明示、黙示的保証は保障期間内にのみ限定されます。この期間を過ぎた後

はいかなる保証も適用されません。 
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黙示的な保証がどれだけ長く続くか制限を設けることを許容しない法律の場合には上記の

制限は適用されません。 
如何なる場合でも下記に対しては免責とします。 

1. 第三者が貴社（貴殿）に対して行う損失、損害の請求 
2. 貴社（貴殿）の記録、ﾃﾞｰﾀも喪失、損害 
3. 因果的な経済的損失（遺失利益、節約を含む）、付随的な損害 

付随的、因果的な損害の制限を排除することを許容しない法律の場合には上記の制限は

または除外は適用されません。 
製品保証は法的権利を与えるもであって、法律によって他の権利をもつこともありえます。 
 
製品保証受けるためには； 
 

� 正規販売店、代理店に連絡をする。 
� 弊社ｳｴﾌﾞｻｲﾄで最新のｻｰﾋﾞｽ情報をﾁｪｯｸする。 
� E-Mail でﾘｸｴｽﾄを送る。 

FCC（連邦通信委員会）電磁妨害 (干渉)について 
 
本機はテストの結果、FCC Rules の Part 15 に規定されたクラス B デジタル機器の限界

値に適合していることが確認されています。 この限界値は、住宅環境で発生する有害な妨

害に対して適切に保護するためのものです。 この機器は、無線周波数エネルギーを生成し

使用し、また放射することがあります。説明書どおりに設置して使用しないと、無線通信に

対して有害な妨害を及ぼすことがあります。 ただし、特定の設置状況において妨害が発生

しないことを保証するわけではありません。 この機器がラジオやテレビの受信に対して有害

な妨害を発生させ、それが機器のオン/オフによって確認できる場合、次のいずれかを行っ

て妨害に対処するようにしてください。  
 

• 受信アンテナの方向や位置を変える。 
• 機器と受信機の距離を離す。 
• 機器と受信機の電源コードを別々のコンセントにつなぐ。 
• 販売店または経験を積んだラジオ/テレビ技術者に相談する。 
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Plustek の連絡先 

 
 Plustek Technology GmbH Europe: 

Gutenbergring 38 
22848 Norderstedt 
Germany 
 
Tel.:  +49 (0) 40 523 03 130 
Fax:  +49 (0) 40 523 03 500 
E-mail:  support@plustek.de
Website:  www.plustek.de
 
 

 Plustek Technology Inc. North America: 
17517 Fabrica Way, Suite B 
Cerritos, CA 90703 
U.S.A. 
 
Tel:  +1 -714-670-7713 
Fax:  +1 -714-670-7756 
E-mail:  supportusa@plustek.com
 
 

 Plustek Inc. Worldwide except  
Europe & North America: 13F-1, No.3 (Building F), Yuan Qu Street 

115 Nankang, Taipei 
Taiwan 
 
Tel:  +886-2-2655 7866 
Fax:  +886-2-2655 7833 
Website:  www.plustek.com

 
 

Visit our website 
http://www.plustek.com/support/support.htm

for more customer service information. 
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